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奥LL具イ左子
(山梨県甲府市出身。文教大学文芸科卒)

オ:こロー葉
(東京生まれ。両親は現在の山梨県甲州市塩山出身)
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上
の

男
子
の
み
。
と
制
限
さ
れ
て
い
た
選
挙
制
度
の
時
代
、
号
外
で

衆
議
院
当
選
者
名
を
知
っ
た
一葉
さ
ん
が
、
「た
け
く
ら
べ
」
の

材
料
を
得
た
下
谷
龍
泉
寺
町
を
離
れ
て
か
ら
の
小
説
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美
男
で
弁
舌
が
た
つ
〈浪
崎
）
は
、
婚
約
者
（松
川
蘭
）
の
父
親
の

協
力
を
得
て
衆
議
院
議
員
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
不
正
行
為
が

発
覚
。
父
親
は
、
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崎
）
の
選
挙
連
反
の
罪
の
仝
て
を
呑
み
込

ん
だ
ま
ま
自
害
。
〈浪
崎
）
は
、
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て
時
せ
と
請
め
た
ま
え
」
と
、

婚
約
を
破
棄
。
し
か
し
、
「
心
は
変
わ
ら
な
い
。
君
を
思
っ
て
い
る
」

と
さ
さ
や
き
ま
す
。
こ
の
言
葉
を
信
じ
た
〈お
蘭
）
が
、
密
会
を

重
ね
て
８
年
目
の
夜
、
松
川
家
門
前
で
〈浪
崎
）
の
乗
る
車
が

青
年
〈直
次
郎
）
を
跳
ね
飛
ば
し
た
ま
ま
逃
げ
去
っ
た
の
で
す
。

あ
な
た
が
〈お
一閲
）
だ
っ
た
ら
、
ど
う
な
さ
い
ま
す
か
…
…
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12歳で小学校高等科卒。「女子にながく

学問をさせなんは、ゆくゆくのためよろしか

らず」と当時の考え方に従い進学できず。

その後、歌塾・萩の合に入塾し古典の教養

を身に付け、19歳で処女作「闇櫻」脱稿。

黙読では得がたい一葉小説の世界を生演奏

とのコラボで表現する「ひとり芝居」27年。

山梨ことば指導【花子とアン】【夢みる葡萄】他。

公益財団法人市川房枝記全会女性と政治センター維持員。「やまなし

二女茶の会」顧間。*受賞:御園座社長演技賞/細 うで繁盛記賞/
第33口山人会前田見文化賞
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